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研究分野 ：メカトロニクス研究分野

研究室ＨＰ：http://www.mech.usp.ac.jp/~maw/index.html

■■極極軽軽量量空空気気圧圧ソソフフトトアアククチチュュエエーータタをを内内蔵蔵ししたたココルルセセッットト型型ササポポーートトウウェェアアのの開開発発

■■収収縮縮型型ソソフフトトアアククチチュュエエーータタにによよるるフフィィッッテティィンンググ型型ママッッササーージジウウェェアアのの開開発発

■■看看護護ママッッササーージジ技技術術習習得得をを支支援援すするる学学習習支支援シスステテムのの開発

概概要要：：看看護護師師、、介介護護士士、、理理学学療療法法士士はは介介助助対対象象のの身身体体的的・・精精神神的的負負担担をを減減ららすすここととをを目目
的的ととししたた動動作作がが多多くくみみらられれるる．．一一方方でで、、介介助助者者自自身身のの負負担担がが大大ききいい場場合合がが多多くく、、離離職職のの
要要因因のの一一つつににももななっってていいるる．．本本研研究究でではは、、被被介介助助者者だだけけででななくく介介助助者者自自身身のの動動作作もも支支援援
ででききるる「「柔柔ららかかなな機機械械」」ででああるるソソフフトトメメカカニニズズムムをを開開発発すするる．．ままたた、、習習得得がが困困難難なな技技術術
にに対対ししてて生生体体情情報報のの計計測測をを活活用用ししたた学学習習・・教教育育をを支支援援すするるシシスステテムム構構築築ににもも取取りり組組むむ．．

＜＜特特許許・・共共同同研研究究等等のの状状況況＞＞
・・共共同同研研究究「「持持続続的的なな使使用用がが容容易易なな空空気気圧圧人人体体アアシシスストトシシスステテムムのの開開発発」」アアイイトトスス株株式式会会社社 ((～～ 22002211年年33月月))

看看護護士士・・介介護護士士・・理理学学療療法法士士をを支支援援すするる
生生体体計計測測ととソソフフトトメメカカニニズズムム
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• 前腕形状のシミュレータ
• 視覚情報による力の教示
• 内部に複数のエアバッグ（剛性可変）
• 学習用インタフェース（熟練者と比較）

• 位置：薄型ポテンショメータ
• 力：バッグ内圧の変化量
• 前腕モデルへ内蔵

• 姿勢・体格を限定しないマッサージ可能
• フィッティング対応範囲：上部胸囲781
～973 mm，腕付根囲355～454 mm

• 分布的な圧迫が可能
• 血流促進効果一部確認

• プリーツ構造による高い収縮率
• 収縮率約40%，収縮量96 mm，膨張量19mm
• 2列配置により20kPaで最大35Nの収縮力

• コルセット：常時着用による筋衰退の危険性
• 業務中の頻繁な着脱は困難
• 極軽量ソフトアクチュエータの利用
（フィルム製エアバッグ）

• 圧迫の有無を切り替え可能
• 小型な携帯システム
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